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(57)【要約】
【課題】かごの天井の上面に溜まった塵埃を除去するこ
とができるエレベータの清掃装置を提供する。
【解決手段】エレベータの清掃装置は、エレベータのか
ごに設けられ、上方に開口した吸入口体と、前記かごの
天井に設けられ、前記吸入口体に連結され、前記かごが
上昇する際に前記吸入口体から吸入された空気を前記か
ごの天井の上面に沿って吹き出す吹出口体と、を備えた
。当該構成を備えることにより、かごの天井の上面に溜
まった塵埃を除去することができる。
【選択図】図１



(2) JP 2017-12981 A 2017.1.19

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エレベータのかごに設けられ、上方に開口した吸入口体と、
　前記かごの天井に設けられ、前記吸入口体に連結され、前記かごが上昇する際に前記吸
入口体から吸入された空気を前記かごの天井の上面に沿って吹き出す吹出口体と、
を備えたエレベータの清掃装置。
【請求項２】
　エレベータのかごに設けられ、下方に開口した吸入口体と、
　前記かごの天井に設けられ、前記吸入口体に連結され、前記かごが下降する際に前記吸
入口体から吸入された空気を前記かごの天井の上面に沿って吹き出す吹出口体と、
を備えたエレベータの清掃装置。
【請求項３】
　エレベータのかごに設けられ、上方に開口した吸入口体の一方と、
　前記かごに設けられ、下方に開口した吸入口体の他方と、
　前記かごの天井に設けられ、前記吸入口体の一方と他方とに連結され、前記かごが上昇
する際に前記吸入口体の一方から吸入された空気を前記かごの天井の上面に沿って吹き出
し、前記かごが下降する際に前記吸入口体の他方から吸入された空気を前記かごの天井の
上面に沿って吹き出す吹出口体と、
を備えたエレベータの清掃装置。
【請求項４】
　前記吹出口体は、前記かごの天井が透明である部分と透明でない部分とを備える場合に
前記天井の透明でない部分に設けられ、前記吸入口体から吸入された空気を前記天井の透
明である部分に向けて吹き出す請求項１から請求項３のいずれか一項に記載のエレベータ
の清掃装置。
【請求項５】
　前記吹出口体は、前記かごの天井において透明である部分の上面の高さが透明でない部
分の高さよりも低い場合に前記吸入口体から吸入された空気を透明である部分と透明でな
い部分との境界に向けて吹き出す請求項４に記載のエレベータの清掃装置。
【請求項６】
　前記かごに設けられ、供給された電力により駆動することで前記吹出口体に風を送る送
風機、
を備えた請求項１から請求項５のいずれか一項に記載のエレベータの清掃装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、エレベータの清掃装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１は、エレベータの清掃装置を開示する。当該清掃装置は、エレベータのかご
に設けられる。当該清掃装置は、エレベータの昇降路の内部の清掃を迅速に行う。その結
果、人件費を抑えることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平４－３６５７７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に記載のものにおいては、かごの天井の上面に溜まった塵埃
を除去することができない。
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【０００５】
　この発明は、上述の課題を解決するためになされた。この発明の目的は、かごの天井の
上面に溜まった塵埃を除去することができるエレベータの清掃装置を提供することである
。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明に係るエレベータの清掃装置は、エレベータのかごに設けられ、上方に開口し
た吸入口体と、前記かごの天井に設けられ、前記吸入口体に連結され、前記かごが上昇す
る際に前記吸入口体から吸入された空気を前記かごの天井の上面に沿って吹き出す吹出口
体と、を備えた。
【０００７】
　この発明に係るエレベータの清掃装置は、エレベータのかごに設けられ、下方に開口し
た吸入口体と、前記かごの天井に設けられ、前記吸入口体に連結され、前記かごが下降す
る際に前記吸入口体から吸入された空気を前記かごの天井の上面に沿って吹き出す吹出口
体と、を備えた。
【発明の効果】
【０００８】
　これらの発明によれば、吹出口体は、吸入口体から吸入された空気をかごの天井の上面
に沿って吹き出す。当該空気の流れにより、かごの天井の上面に溜まった塵埃を除去する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】この発明の実施の形態１におけるエレベータの清掃装置が適用されたエレベータ
の側面図である。
【図２】この発明の実施の形態２におけるエレベータの清掃装置が適用されたエレベータ
の構成図である。
【図３】この発明の実施の形態３におけるエレベータの清掃装置が適用されたエレベータ
のかごの側面図である。
【図４】この発明の実施の形態３におけるエレベータの清掃装置が適用されたエレベータ
のかごの側面図である。
【図５】この発明の実施の形態３におけるエレベータの清掃装置が適用されたエレベータ
のかごの側面図である。
【図６】この発明の実施の形態４におけるエレベータの清掃装置が適用されたエレベータ
のかごの平面図である。
【図７】この発明の実施の形態４におけるエレベータの清掃装置が適用されたエレベータ
のかごの側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　この発明を実施するための形態について添付の図面に従って説明する。なお、各図中、
同一又は相当する部分には同一の符号が付される。当該部分の重複説明は適宜に簡略化な
いし省略される。
【００１１】
実施の形態１．
　図１はこの発明の実施の形態１におけるエレベータの清掃装置が適用されたエレベータ
の側面図である。
【００１２】
　図１において、エレベータの昇降路１は、建築物（図示せず）の各階を貫く。エレベー
タの乗場２の各々は、建築物の各階に設けられる。乗場２の各々は、昇降路１に対向する
。エレベータのかご３は、昇降路１の内部に設けられる。かご３は、昇降路１の内部を昇
降し得るように設けられる。かご３の乗場２に対向する位置がかご３の手前側である。か
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ご３の乗場２に対向する位置とは反対側の位置がかご３の奥側である。
【００１３】
　かご枠４は、無端状に形成される。かご枠４は、かご３の奥行方向においてかご３の中
央を支持する。主ロープ５は、巻上機の綱車（図示せず）に巻き掛けられる。主ロープ５
の一端は、かご３の幅方向においてかご枠４の上部の中央を支持する。主ロープ５の他端
は、つりあい重り（図示せず）を支持する。
【００１４】
　かごドア６は、かご３の手前側に設けられる。かごドア６は、かご３の出入口（図示せ
ず）を開閉し得るように設けられる。ドア機器７は、かご３の手前側においてかご３の天
井の上面に設けられる。ドア機器７は、かごドア６の動作を制御し得るように設けられる
。制御機器８は、かご３の天井の上面に設けられる。制御機器８は、かご３の機器（図示
せず）の動作を制御し得るように設けられる。
【００１５】
　かご３は、清掃装置９を備える。清掃装置９は、かご３の上部の奥側に設けられる。清
掃装置９は、案内体９ａと吸入口体９ｂと吹出口体９ｃと送風機９ｄとを備える。
【００１６】
　案内体９ａは、かご３の天井の上面に設けられる。案内体９ａは、中空状に形成される
。例えば、吸入口体９ｂは、ファンネルからなる。吸入口体９ｂは、中空状に形成される
。吸入口体９ｂは、案内体９ａの上部に連結する。吸入口体９ｂの上部は、上方に開口す
る。吹出口体９ｃは、中空状に形成される。吹出口体９ｃは、案内体９ａの下部の手前側
に連結する。吹出口体９ｃは、かご３の天井の上面において乗場２の側に向けて開口する
。送風機９ｄは、案内体９ａの下部の奥側に連結する。送風機９ｄのスイッチ（図示せず
）は、かご３の内部に設けられる。
【００１７】
　かご３が上昇した場合、清掃装置９において、走行風が発生する。この際、空気は、吸
入口体９ｂの上部から吸入される。その後、当該空気は、案内体９ａの内部を移動する。
その後、当該空気は、吹出口体９ｃから吹き出される。その後、当該空気は、かご３の天
井の上面に沿って移動する。この際、当該空気は、かご３の天井の上面に溜まった塵埃１
０を吹き飛ばす。その結果、当該塵埃１０は、かご３の天井の上面から除去される。
【００１８】
　以上で説明した実施の形態１によれば、吹出口体９ｃは、吸入口体９ｂから吸入された
空気をかご３の天井の上面に沿って吹き出す。当該空気の流れにより、かご３の天井の上
面に溜まった塵埃１０を除去することができる。
【００１９】
　また、塵埃１０の除去は、かご３の通常走行時に行われる。このため、作業員による清
掃の頻度を少なくすることができる。
【００２０】
　この際、清掃装置９は、電力を必要としない。このため、電力の消費を抑制することが
できる。
【００２１】
　なお、かご３の天井の上面に溜まった塵埃１０を走行風のみで除去できない場合は、か
ご３の内部において、送風機９ｄのスイッチを操作すればよい。この場合、送風機９ｄは
、供給された電力により駆動する。その結果、送風機９ｄは、吹出口体９ｃに風を送る。
当該風により、かご３の天井の上面に溜まった塵埃１０を走行風のみで除去できない場合
でも、当該塵埃１０を除去することができる。
【００２２】
実施の形態２．
　図２はこの発明の実施の形態２におけるエレベータの清掃装置が適用されたエレベータ
の構成図である。なお、実施の形態１と同一又は相当部分には同一符号を付される。当該
部分の説明は省略される。



(5) JP 2017-12981 A 2017.1.19

10

20

30

40

50

【００２３】
　実施の形態２において、案内体９ａは、かご３の奥側の壁に沿って設けられる。案内体
９ａは、中空状に形成される。案内体９ａの長手方向は、上下方向に設定される。例えば
、吸入口体９ｂは、ファンネルからなる。吸入口体９ｂは、中空状に形成される。吸入口
体９ｂは、案内体９ａの下部に連結される。案内体９ａの下部は、下方に開口する。吹出
口体９ｃは、案内体９ａの上部の手前側に連結される。吹出口体９ｃは、中空状に形成さ
れる。吹出口体９ｃは、かご３の天井の上面において乗場２の側に向けて開口する。送風
機９ｄは、案内体９ａの上部の奥側に連結する。送風機９ｄのスイッチ（図示せず）は、
かご３の内部に設けられる。
【００２４】
　かご３が下降した場合、清掃装置９において、走行風が発生する。この際、空気は、吸
入口体９ｂの下部から吸入される。その後、当該空気は、案内体９ａの内部を移動する。
その後、当該空気は、吹出口体９ｃから吹き出される。その後、当該空気は、かご３の天
井の上面に沿って移動する。この際、当該空気は、かご３の天井の上面に溜まった塵埃１
０を吹き飛ばす。その結果、当該塵埃１０は、かご３の天井の上面から除去される。
【００２５】
　以上で説明した実施の形態２によれば、吹出口体９ｃは、吸入口体９ｂから吸入された
空気をかご３の天井の上面に沿って吹き出す。当該空気の流れにより、かご３の天井の上
面に溜まった塵埃１０を除去することができる。
【００２６】
実施の形態３．
　図３から図５はこの発明の実施の形態３におけるエレベータの清掃装置が適用されたエ
レベータの側面図である。なお、実施の形態１と同一又は相当部分には同一符号を付され
る。当該部分の説明は省略される。
【００２７】
　実施の形態３において、清掃装置９は、案内体９ａと一対の吸入口体９ｂと吹出口体９
ｃと送風機９ｄとダンパー９ｅとを備える。
【００２８】
　案内体９ａは、かご３の奥側の壁に沿って設けられる。案内体９ａの上部は、かご３の
天井の上面に設けられる。案内体９ａは、中空状に形成される。例えば、吸入口体９ｂの
各々は、ファンネルからなる。吸入口体９ｂの各々は、中空状に形成される。吸入口体９
ｂの一方は、案内体９ａの上部に連結する。吸入口体９ｂの一方の上部は、上方に開口す
る。吸入口体９ｂの他方は、案内体９ａの下部に連結される。案内体９ａの他方の下部は
、下方に開口する。吹出口体９ｃは、中空状に形成される。吹出口体９ｃは、案内体９ａ
の上部の手前側に連結する。吹出口体９ｃは、かご３の天井の上面において乗場２の側に
向けて開口する。送風機９ｄは、案内体９ａの上部の奥側に連結する。送風機９ｄのスイ
ッチ（図示せず）は、かご３の内部に設けられる。ダンパー９ｅは、案内体９ａの上部に
おいて吹出口体９ｃと送風機９ｄとの間に設けられる。ダンパー９ｅは、自動切替機能を
備える。
【００２９】
　かご３が上昇した場合、ダンパー９ｅは、図３に示すように吸入口体９ｂの一方から吹
出口体９ｃにつながる風路を確保する。ダンパー９ｅは、吸入口体９ｂの他方から吹出口
体９ｃにつながる風路を遮断する。ダンパー９ｅは、送風機９ｄから吹出口体９ｃにつな
がる風路を遮断する。その結果、吸入口体９ｂの一方と吹出口体９ｃとの間において、走
行風が発生する。この際、空気は、吸入口体９ｂの一方の上部から吸入される。その後、
当該空気は、案内体９ａの内部を移動する。その後、当該空気は、吹出口体９ｃから吹き
出される。その後、当該空気は、かご３の天井の上面に沿って移動する。この際、当該空
気は、かご３の天井の上面に溜まった塵埃１０を吹き飛ばす。その結果、当該塵埃１０は
、かご３の天井の上面から除去される。
【００３０】
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　かご３が下降した場合、ダンパー９ｅは、図４に示すように吸入口体９ｂの他方から吹
出口体９ｃにつながる風路を確保する。ダンパー９ｅは、吸入口体９ｂの一方から吹出口
体９ｃにつながる風路を遮断する。ダンパー９ｅは、送風機９ｄから吹出口体９ｃにつな
がる風路を遮断する。その結果、吸入口体９ｂの他方と吹出口体９ｃとの間において、走
行風が発生する。この際、空気は、吸入口体９ｂの他方の下部から吸入される。その後、
当該空気は、案内体９ａの内部を移動する。その後、当該空気は、吹出口体９ｃから吹き
出される。その後、当該空気は、かご３の天井の上面に沿って移動する。この際、当該空
気は、かご３の天井の上面に溜まった塵埃１０を吹き飛ばす。その結果、当該塵埃１０は
、かご３の天井の上面から除去される。
【００３１】
　送風機９ｄのスイッチが操作されると、送風機９ｄは、吹出口体９ｃに向けて風を送る
。この際、ダンパー９ｅは、図５に示すように送風機９ｄから吹出口体９ｃにつながる風
路を確保する。その結果、当該空気は、吹出口体９ｃから吹き出される。その後、当該空
気は、かご３の天井の上面に沿って移動する。この際、当該空気は、かご３の天井の上面
に溜まった塵埃１０を吹き飛ばす。その結果、当該塵埃１０は、かご３の天井の上面から
除去される。
【００３２】
　以上で説明した実施の形態３によれば、かご３が上昇した場合、吹出口体９ｃは、吸入
口体９ｂの一方から吸入された空気をかご３の天井の上面に沿って吹き出す。かご３が下
降した場合、吹出口体９ｃは、吸入口体９ｂの他方から吸入された空気をかご３の天井の
上面に沿って吹き出す。このため、かご３の走行方向に依らず、かご３の天井の上面に溜
まった塵埃１０を除去することができる。
【００３３】
　また、かご３の天井の上面に溜まった塵埃１０を走行風のみで除去できない場合は、か
ご３の内部において、送風機９ｄのスイッチを操作すればよい。この場合、ダンパー９ｅ
は、送風機９ｄから吹出口体９ｃにつながる風路を確保する。その結果、送風機９ｄから
の風により、当該塵埃１０を除去することができる。
【００３４】
　なお、ダンパー９ｅの切り替えは、制御機器８からかご位置表示器（図示せず）への方
向灯信号と送風機９ｄのスイッチのＯＮ信号とに基づいて行えばよい。この場合、制御機
器８とダンパー９ｅの制御装置（図示せず）の結線を行うことだけでダンパー９ｅを切り
替えることができる。
【００３５】
実施の形態４．
　図６はこの発明の実施の形態４におけるエレベータの清掃装置が適用されたエレベータ
のかごの平面図である。図７はこの発明の実施の形態４におけるエレベータの清掃装置が
適用されたエレベータのかごの側面図である。なお、実施の形態１と同一又は相当部分に
は同一符号を付される。当該部分の説明は省略される。
【００３６】
　実施の形態４において、かご３の壁は、透明である部分と透明でない部分とを備える。
かご３の奥側の壁は、全体的に透明である。かご３の一側の壁の奥側は、透明である。か
ご３の他側の壁の奥側は、透明である。かご３の一側の壁の手前側は、透明でない。かご
３の他側の壁の手前側は、透明でない。
【００３７】
　実施の形態４において、かご３の天井は、透明である部分と透明でない部分とを備える
。かご３の天井の奥側は、透明である。かご３の天井の手前側は、透明でない。かご３の
天井において、透明である部分の上面の高さは、透明でない部分の高さよりも低い。
【００３８】
　制御機器８と清掃装置９とは、かご３の天井の透明でない部分に設けられる。清掃装置
９は、一対の案内体９ａと吸入口体９ｂと一対の吹出口体９ｃとを備える。
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【００３９】
　案内体９ａの一方の一端は、かご３の天井の中央の側に設けられる。案内体９ａの一方
の他端は、かご３の一側に設けられる。案内体９ａの他方の一端は、かご３の天井の中央
の側に設けられる。案内体９ａの他方の他端は、かご３の他側に設けられる。吸入口体９
ｂは、案内体９ａの一方の一端と案内体９ａの他方の一端とに連結される。吹出口体９ｃ
の一方は、案内体９ａの一方の他端に連結される。吹出口体９ｃの他方は、案内体９ａの
他方の他端に連結される。
【００４０】
　塵埃１０は、かご３の天井の透明である部分と透明でない部分との境界において透明で
ある部分の両側に吹き溜まる。かご３が上昇した場合、清掃装置９において、走行風が発
生する。この際、空気は、吸入口体９ｂの上部から吸入される。その後、当該空気は、一
対の案内体９ａにより分岐される。
【００４１】
　かご３の一側において、当該空気は、案内体９ａの一方の内部を移動する。その後、当
該空気は、吹出口体９ｃの一方から吹き出される。その後、当該空気は、かご３の天井に
おいて透明である部分と透明でない部分との境界に向かう。この際、当該空気は、かご３
の天井の一側に吹き溜まった塵埃１０を吹き飛ばす。その結果、当該塵埃１０は、かご３
の天井の一側から除去される。
【００４２】
　かご３の他側において、当該空気は、案内体９ａの他方の内部を移動する。その後、当
該空気は、吹出口体９ｃの他方から吹き出される。その後、当該空気は、かご３の天井に
おいて透明である部分と透明でない部分との境界に向かう。この際、当該空気は、かご３
の天井の他側に吹き溜まった塵埃１０を吹き飛ばす。その結果、当該塵埃１０は、かご３
の天井の他側から除去される。
【００４３】
　以上で説明した実施の形態４によれば、吹出口体９ｃは、かご３の天井の透明でない部
分に設けられる。吹出口体９ｃは、吸入口体９ｂから吸入された空気記天井の透明である
部分に向けて吹き出す。このため、かご３の天井の一部が透明である場合でも、清掃装置
９をかご３の内部から見えない位置に配置しつつ、かご３の天井の上面に溜まった塵埃１
０を除去することができる。
【００４４】
　また、吹出口体９ｃは、吸入口体９ｂから吸入された空気を透明である部分と透明でな
い部分との境界に向けて吹き出す。このため、かご３の天井の上面に吹き溜まった塵芥を
確実に除去することができる。
【符号の説明】
【００４５】
　１　昇降路、　２　乗場、　３　かご、　４　かご枠、　５　主ロープ、　６　かごド
ア、　７　ドア機器、　８　制御機器、　９　清掃装置、　９ａ　案内体、　９ｂ　吸入
口体、　９ｃ　吹出口体、　９ｄ　送風機、　９ｅ　ダンパー、　１０　塵埃
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